
私は、帯広市社会福祉協議会の趣旨に賛同して、入会を申し込みます。

会員区分

１．個人会員年会費　　　口　　　　　円 住所

２．団体会員年会費　　　口　　　　　円 氏名（団体・法人）

３．法人会員年会費　　　口　　　　　円

※なお、入会後は毎年、会費納入の 電話番号

　ご案内をさせていただきます。

キ　リ　ト　リ

会　員　入　会　申　込　書

令和　　　年　　　月　　　日

会員制度とは？

問合せ先

帯広市社会福祉協議会 総務課

〒０８０－０８４７ 帯広市公園東町３丁目９番地１

ＴＥＬ ０１５５－２１－２４１４ ＦＡＸ ０１５５－２１－２４１５

※本会では、個人情報を適切に取り扱いいたします。

ご協力ありがとうございました

社会福祉法人帯広市社会福祉協議会 様

社会福祉協議会が行う地域福祉活動は、会員の皆様からご協力いただく会費によって支えられていま
す。また、会員の皆様には、会員になられることにより、「地域福祉活動」を自らの活動と受け止め、
活動に参加していただいているという意味もございます。

帯広市社協マスコットキャラクター

「ニコ、ニッコ、ニーコ」

社会福祉法人帯広市社会福祉協議会

会員加入のお願い

社会福祉協議会とは？

会員制度とは？

会員の種類（年会費） 令和４年度実績

問合せ先

帯広市社会福祉協議会 総務課

〒０８０－０８４７ 帯広市公園東町３丁目９番地１

ＴＥＬ ０１５５－２１－２４１４ ＦＡＸ ０１５５－２１－２４１５

※本会では、個人情報を適切に取り扱いいたします。

ご協力ありがとうございました

社会福祉法人帯広市社会福祉協議会 様

社会福祉協議会は、社会福祉法第１０９条に基づき、地域福祉の推進を目的に設置された非営利の
民間組織で、帯広市社会福祉協議会は昭和２６年１１月６日に設置され、今年で７２年を迎えます。
地域に暮らす皆様のほか、民生委員・児童委員、社会福祉施設・社会福祉法人等の社会福祉関係者、
保健・医療・教育など関係機関の参加・協力のもと、地域の人びとが住み慣れたまちで安心して生活
することのできる「福祉のまちづくり」の実現を目指し、さまざまな活動を行っています。

会員とは、社会福祉協議会の目的に賛同し、地域福祉活動を会費によって支えていただく方々 です。
会員になったから、何か活動をしなくてはならないということではなく、会員になることが活動であり、
「福祉のまちづくり」の大きな力となります。

帯広市社協マスコットキャラクター

「ニコ、ニッコ、ニーコ」

個人会員 １口 ５００円 個人会員 ５９９件 ７４９，５００円

団体会員 １口 １，０００円 団体会員 ５１件 ２６６，５００円

法人会員 １口 ５，０００円 法人会員 １１１件 ８３０，０００円

合計 761件 １，８４６，６００円



●福祉資金貸付事業

●交通等災害遺児扶養手当、修学費の給付事業

●災害被災世帯への援護金支給事業

●幼児ことばの教室運営●福祉人材バンク運営事業

●母子家庭等就業･自立支援センター事業

●権利擁護事業（成年後見制度に関する相談や利用支援など）

●介護保険法に基ずく居宅介護支援事業、訪問介護事業、

予防訪問介護事業、地域包括支援センター事業 など

本会の主な事業
基本理念

すべての市民が共に支え合い、安心して、生き活きと暮らせるまち おびひろ

【基本目標１】共に支え合う地域づくり

【基本目標２】安心して生活できる地域づくり

【基本目標３】生き活きと健康で暮らせる地域づくり

●小地域ネットワーク活動推進事業 ●地域交流サロン●地域福祉活動助成事業 ●ボランティアセンター運営

●福祉機材等の貸出事業 ●災害ボランティアの育成と登録促進●帯広市第２層生活支援コーディネート業務など

●障害児（者）余暇活動支援事業●すこやか農園事業 ●ボランティアモデル指定校助成

●福祉体験学習出前講座

これらの他にも、帯広市グリーンプラザの管理運営事業や愛情銀行事業、共同募金委員会、

帯広市老人クラブ連合会の事務局なども所管しています。

▲地域のふれあいの場を提供

「地域交流サロン」

▲地域の住民と共に課題解決に向けた取組

「帯広市第２層生活支援コーディネート事業」

▲帯広農業高校生徒から収穫についての説明を聞く児童

「すこやか農園事業」

▲成年後見フォーラム

「権利擁護事業」

▲余暇を楽しみながら交流を図る参加者

「障害児（者）余暇活動支援事業」

▲地域福祉を担う人材養成･確保

「災害ボランティア養成講座」


